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整備計画期間の大橋川河川改修は、宍道湖を含め全川にわたって水位低減効果が期待できる狭窄部の拡幅、洪
水から背後地を守る堤防等の整備を実施します。

整備計画期間で剣先川左岸の築堤及び拡幅部以外の河床掘削は実施しません。

※

 

詳細な施行延長及び堤防等の形状については、現地状況、
被害状況、地域住民等の意見も踏まえ精査

 

大橋川 7k200（上流拡幅部）

大橋川 2k600（下流拡幅部）
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支川処理の調整を要する区間

整備計画対象区間

支川処理の調整を要する区間

大橋川 0k800（下流部）大橋川 5k400（中流部：左岸無堤部）
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基本方針河道と整備計画河道の違い【大橋川】
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上層（水深1ｍ）

:現況 :バックグラウンド後 :大橋川改修後
（基本方針河道）

■

 

下層（底上1ｍ）

:整備計画後
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現況 バックグラウンド後 大橋川改修後（基本方針河道）整備計画後
凡例

基本方針の大橋川改修による塩分変化
宍道湖湖心（上層）：

 
１．３ｐｓｕ上昇

宍道湖湖心（下層）：

 
１．６ｐｓｕ上昇

中海湖心（上層）：

 
０．５ｐｓｕ上昇

中海湖心（下層）：

 
０．３ｐｓｕ上昇

整備計画の大橋川改修による塩分変化
宍道湖湖心（上層）：

 
０．５ｐｓｕ上昇

宍道湖湖心（下層）：

 
０．６ｐｓｕ上昇

中海湖心（上層）：

 
０．１ｐｓｕ上昇

中海湖心（下層）：

 
０．１ｐｓｕ上昇

※バックグラウンド後とは：尾原ダム、斐伊川放水路、佐陀川計画河道、中浦水門、西部承水路堤防の撤去、森山堤防の開削（６０ｍ）が完成・整備されている状態

※１０カ年：

 

平成６年～平

 

成15年の期間
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塩分【宍道湖・大橋川縦断，上層(水深1.0m)】
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＜整備計画後＞10ヶ年の平均塩分は現況における
約1km下流の塩分と同程度まで上昇する。

＜大橋川改修後（基本方針河道）＞
現況における約２km下流の塩分と同程度まで上昇する。

整備計画後における塩分シミュレーション結果
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